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はじめに  

委員長 長谷川 卓也（京都橘中高） 
この度は本記録集をご覧いただき誠にありがとうございます。10年間にわたり本研究会

の委員長を務めてこられた成瀬浩健先生の後を引き継ぐことになりました私は、京都橘中

学校・高等学校の長谷川卓也と申します。よろしくお願いいたします。 

今年度は、2018年に告示された高等学校学習指導要領の実施年であり、我々情報科教員に

とって大きな変革の年となりました。必履修となった新科目「情報Ⅰ」にはプログラミング、

データ活用、情報デザインなどの内容が含まれ、どの学校の先生方も、これまで以上に悩み

考えながら学習指導にあたってこられたことと存じます。また「情報Ⅰ」が大学入学共通テ

ストの出題科目になったことも、情報科教育に大きな影響を与えています。これまでにはな

かった受験対応が情報科にも求められるようになりました。 

このような混乱とも言える状況の中、本研究会は一定の役割を果たせたのではないかと

確信しています。例年同様、春の総会、夏期研究会、秋期研究会（京都府私立中学高等学校

教育研究大会における情報分科会）を実施し、活発に情報交換や議論を行いました。今年度

はデータ活用やデータサイエンスをテーマとし、高校における実践を森本岳先生（京都産業

大学附属中高）、成瀬浩健先生（京都女子中高）に報告していただきました。また、滋賀大

学データサイエンス学部の中川雅央先生より、「高校でのデータサイエンス教育に期待する

こと」と題した講演を賜りました。 

そして、特筆すべきは冬期研究会に代わる企画として始めたRookie of the Year Award

です。例年、冬期研究会では各校の先生方から生徒作品を通じて授業の様子を紹介していた

だいていました。一方、このRookie of the Year Awardは、優れた作品や実績を、直接生徒

からプレゼンテーションしてもらう形で実施しました。情報分野の教育活動は多様化して

います。教科活動のみならず情報関連の部活動も対象としました。受賞者は7名（組）であ

り、多彩で素晴らしい内容の発表でした。講評者として、前文部科学省初等中等教育局 高

等学校情報科教科調査官であり、今年度より本研究会の顧問である鹿野利春先生（京都精華

大学）にも加わっていいただきました。本Awardが、情報分野で活躍する生徒の励みになる

とともに、各校における情報教育の活性化につながれば幸いです。 

学習指導要領の改訂はおよそ10年に1度です。しかし、情報化の進展は日進月歩です。 

変化に柔軟に対応しながら、情報教育の研究と工夫改善に努めて参ります。今後とも本研 

究会への理解と参加を賜りますようお願い申し上げます。 
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京都府私立中学高等学校情報科研究会 
年度（令和 年度） 通常総会 次第

日時：2022年（令和4年）5月26日 
場所：京都女子中高 

 

議事内容 
１．開会挨拶 
２．2021年度 事業報告と収支決算報告（審議事項） 
３．2022年度 役員（審議事項） 

※研究会規約により役員の任期は２年です。（2022～2023）  
４．2022年度 事業計画および予算計画 
５．各校の交流・質疑・意見交換 
６．閉会挨拶 
 
京都府私立中学高等学校情報科研究会 

（令和 ）年度 役員組織表

役職名 氏名 所属・学校名 

委 員 長  長谷川 卓也 京都女子中学校・高等学校 

副委員長 清田 祥一郎 立命館中学校・高等学校 
 

常任委員 成瀬 浩健 京都女子中学校・高等学校 

 瀧内 義弘 東山中学・高等学校 

 高畑 祐輔 東山中学・高等学校 

 森本 岳 京都産業大学附属中学校・高等学校 

 中村 亮太 京都産業大学附属中学校・高等学校 

 酒井 知果 華頂女子高等学校 

(研究大会実行委員) 上田 祐一郎 同志社女子中学校・高等学校 

庶務・事務局担当 鈴木 潤 同志社中学校・高等学校 

会計担当 〃 〃 

監事（会計監査） 大橋 俊光 京都文教中学校・高等学校 

顧問 鹿野 利春 京都精華大学メディア表現学部教授 

＊２年任期（２０２２～２０２３年度） 

通常総会

日時 令和 年 月 日 木 ～

場所 京都女子中学高等学校

を使用したオンラインと併用）

参加人数 名（対面 名・オンライン 名）
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京都府私立中学高等学校情報科研究会

年度（令和 年度） 夏期研究会 次第

日時︓2022年（令和4年）7月28日（木）

場所︓京都産業大学附属中高 情報１教室

テーマ『情報の授業でデータサイエンスをどう扱うか』

１．開会挨拶

２．Monaca Educationを用いた 模擬授業

講師︓井澤 哲也さん（アシアル情報教育研究所 教材開発マネージャー）

・APS（アプリプログラミングシート）による複利計算アプリの作成

・模擬授業

・質疑応答

３．データサイエンス分野の授業に関する意見交換

・話題提供…京都産業大学附属中高 森本 岳先生

「情報社会の問題解決」「データの分析」での１学期の授業実践より報告

・各校の交流

３．閉会挨拶

夏期研究会

日時 令和 年 月 日 木 ～

場所 京都産業大学附属中学高等学校 情報１教室

参加人数 名
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<h1>複利計算アプリ</h1>

<form>
積み立てる金額:<input type="number" value="100" id="addition">円<br>

利率:<input type="number" value="5" id="rate">%<br>

目標金額:<input type="number" value="1000" id="target">円<br>

<button type="button" onclick="calcInterest()">計算</button>

</form>
…

// 積立金額と利率の値をフォームから取得

var addition = document.getElementById("addition").value;
addition = parseInt(addition);

var rate = document.getElementById("rate").value;

rate = parseInt(rate);

var target = document.getElementById("target").value;

target = parseInt(target);
plot(amountList);

// 積み立てをシミュレーションする繰り返し処理

var i = 0;
while (amount < target){

i++;

print("年：金額")
for i in range(1, years):

addtion = input("積み立てる金額")
addtion = int(addtion)
rate = input("利率(%)")
rate = int(rate)
years = input("年数")
years = int(years)

<h1>複利計算アプリ</h1>

<form>
積み立てる金額:<input type="number" value="100" id="addition">円<br>

利率:<input type="number" value="5" id="rate">%<br>

目標金額:<input type="number" value="1000" id="target">円<br>

<button type="button" onclick="calcInterest()">計算</button>

</form>
…

// 積立金額と利率の値をフォームから取得

var addition = document.getElementById("addition").value;
addition = parseInt(addition);

var rate = document.getElementById("rate").value;

rate = parseInt(rate);

var target = document.getElementById("target").value;

target = parseInt(target);

plot(amountList);

// 積み立てをシミュレーションする繰り返し処理

var i = 0;
while (amount < target){

i++;

print("年：金額")
i = 0
while amount < target:

i += 1

addtion = input("積み立てる金額")
addtion = int(addtion)
rate = input("利率(%)")
rate = int(rate)
target = input("目標金額")
target = int(target)
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<h1>複利計算アプリ</h1>

<form>
積み立てる金額:<input type="number" value="100" id="addition">円<br>

利率:<input type="number" value="5" id="rate">%<br>

<button type="button" onclick="calcInterest()">計算</button>

</form>

<div id="myDiv"></div>
<table>

<thead>

<tr><th>年</th><th>金額</th></tr>

</thead>

<tbody id="result"></tbody>
</table>
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2022（令和 4）年 10月 23日

2022（令和 4）年度 京都府私立中学高等学校情報科研究会 秋期研究会

（第 20回 京都府私立中学高等学校 教育研究大会 第 15分科会として実施）
本日のプログラム 

(1)時 間︓ 2022（令和 4）年 10月 23日（日） 13:15～16:15

(2)研究目標︓「データの活用やデータサイエンスの指導方法について示唆を得る」

大学におけるデータサイエンス教育の方向性を踏まえ、

高等学校におけるデータサイエンス教育のあり方について議論を深める。

(3)プログラム

1．開会挨拶…情報科研究会副委員長  清田 祥一郎（立命館中高）

2．講演「高校でのデータサイエンス教育に期待すること」

講師︓滋賀大学データサイエンス学部 助教

データサイエンス・ＡＩイノベーション研究推進センター

中川 雅央先生

→講演後、質疑応答

3．実践報告「データサイエンス分野の教材の開発」

発表︓京都女子中高 成瀬 浩健先生

→報告後、質疑応答

4．研究協議（講演・実践報告を通して）

5．情報科研究会主催第 1回「Rookie of the Year Award」のご案内

6．閉会挨拶…情報科研究会委員長  長谷川 卓也（京都橘中高）

教育研究大会 第１５分科会 情報科（秋期研究会）

日時 令和 年 月 日 日 ～

場所 洛陽総合高等学校 Ｂ棟１Ｆ ＰＣ教室

参加人数 名
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54

研
究
の
背
景
−１

●
本
年

4月
か
ら
高
等
学
校
で
「
情
報

I」
の
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
し
て
は
不
安
だ
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
、
多
方
面
で
勉
強
が
行
わ
れ
て
い
た
。

●
し
か
し
、
同
様
に
こ
れ
ま
で
「
社
会
と
情
報
」
で
扱
わ
れ
て
い
な

い
論
理
回
路
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
話
題
に

な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

5

研
究
の
動
機

「
情
報

I」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

●
国
の

A
I戦
略
～
「

A
I戦
略
等
を
踏
ま
え
た

A
I人
材
の
育
成
に
つ
い
て
」

で
は
？

○
教
育
改
革
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み
【
年
代
別
】
の
小
中
高
で
は
？

●
学
習
指
導
要
領
で
は
？

6

研
究
の
動
機

●
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
教
材
開
発
、
研
修

や
勉
強
会
は
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に

関
す
る
教
材
開
発
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

●
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
の
、
有
効
な
教
材
の
在
り
方
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
必
要
を
感
じ
た
。

●
そ
こ
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

今
後
の
教
材
の
開
発
に
つ
な
げ
た
い
。

7
国
の

A
I戦
略
～
「

A
I戦
略
等
を
踏
ま
え
た

A
I人
材
の
育
成
に
つ
い
て
」

(R
1.

11
.1
文
部
科
学
省

)8

京
都
府
私
立
中
高

教
育
研
究
大
会

情
報
科
研
究
会

成
瀬
浩
健
　
20

22
.10

.2
3

1

京
都
女
子
で
の
取
り
組
み
？

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
授
業
に
つ
い
て

教
科
書
の
講
義
内
容
を
12
月
ま
で
に
終
わ
ら
せ
、
3学
期
に
集
中
し
て
実
習
す

る
の
で
、
実
は
ま
だ
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

情
報
科
教
育
学
会
(J
A
EI
S)
の
大
会
で
発
表
し
た
も
の
で
す

2

「
情
報

I」
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
教
材

の
提
案

京
都
女
子
中
学
高
等
学
校
　
成
瀬
浩
健

放
送
大
学
　
辰
己
丈
夫

3

概
要

●
「
情
報

I」
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
扱
い
に

つ
い
て

●
試
行
授
業
と
そ
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
て

●
「
情
報

I」
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
教
材
の
提
案

●
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

4
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中
し
て
実
習
す

る
の
で
、
実
は
ま
だ
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

情
報
科
教
育
学
会
(J
A
EI
S)
の
大
会
で
発
表
し
た
も
の
で
す

2

「
情
報

I」
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
教
材

の
提
案

京
都
女
子
中
学
高
等
学
校
　
成
瀬
浩
健

放
送
大
学
　
辰
己
丈
夫

3

概
要

●
「
情
報

I」
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
扱
い
に

つ
い
て

●
試
行
授
業
と
そ
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
て

●
「
情
報

I」
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
教
材
の
提
案

●
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

4
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●
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
た
実
習

○
全
て
の
教
科
書
で
、
デ
ー
タ
の
統
計
処
理
に
表
計
算
ソ
フ

ト
を
使
用
し
て
い
る
。

○
デ
ー
タ
の
処
理
方
法
と
し
て
、
ク
ロ
ス
集
計
、
グ
ラ
フ
で

表
す
こ
と
か
ら
相
関
、
回
帰
分
析
、
な
ど
と
検
定
に
も
触

れ
て
い
た
り
、
教
科
書
に
よ
っ
て
内
容
に
差
が
見
ら
れ

る
。

具
体
的
に
は

13

先
行
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
に
つ
い
て
、
実
施
し
効
果
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

◆
太
田
ら

20
18
　
高
校
で
の
「
教
え
な
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
践

と
評
価

◆
高
岡
ら

20
16
　
高
等
学
校
に
お
け
る
実
用
的
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
教
育
実

践
◆
道
下
ら

20
19
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

eラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
効
果
の
評
価

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
を
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
」
と
読
み
替
え
て
、
試
行
授
業
と
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

14

試
行
授
業
の
内
容

•筆
者
の
勤
務
校
高
３
の
選
択
授
業
で
実
施

•統
計
ソ
フ
ト

R
を
用
い
た
実
習

•
計
算

•
関
数

•
分
散

•
グ
ラ
フ

•
ク
ロ
ス
集
計

•
確
率
分
布

•
検
定

•
回
帰
分
析

•
主
成
分
分
析

•
因
子
分
析

15
16

学
習
指
導
要
領
で
は
　

(4
) 情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
流
通
す
る
デ
ー
タ
に
着
目
し
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
問
題
を
発
見
・
解
決

す
る
活
動
を
通
し
て
、
次
の
事
項
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(イ
) デ
ー
タ
を
蓄
積
、
管
理
、
提
供
す
る
方
法
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て

情
報
シ
ス
テ
ム
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
と
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

(ウ
) デ
ー
タ
を
表
現
、
蓄
積
す
る
た
め
の
表
し
方
と
デ
ー
タ
を
収
集
、
整
理
、
分
析
す

る
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

イ
次
の
よ
う
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ウ
) デ
ー
タ
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
結
果
の
表
現
の
方
法
を
適
切
に
選
択
し
、
実

行
し
、
評
価
し
、
改
善
す
る
こ
と
。

9

教
科
書
は
、
６
社
１
１
種
類
（
教
科
書
編
修
趣
意
書
）
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教
科
書
に
現
れ
る
用
語

(デ
ー
タ
の
分
析

)
4社
以
上
で
共
通
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
、

散
布
図
、

中
央
値
、

標
準
偏
差
、

分
散
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
、

最
頻
値
、

平
均
、

相
関

(赤
澤
紀
子
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池
英
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田
雄
登
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ポ
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61
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68
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各
教
科
書
で
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
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の
扱
い

成
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浩
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辰
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丈
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学
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情
報
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科
書
お
よ
び
傍
用
問
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集
で
の
デ
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サ
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の
扱
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と
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番
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標
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偏
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フ
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・
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58 基
本
的
な
課
題

(表
計
算
ソ
フ
ト
で
実
施

)

•
課
題
１
　
計
算

•
課
題
２
　
関
数
（
平
均
・
標
準
偏
差
）

•
課
題
３
　
関
数
（
共
分
散
・
相
関
）

•
課
題
４
　
グ
ラ
フ

•
課
題
５
　
ク
ロ
ス
集
計

21

課
題
例
　
課
題
１
計
算

22

課
題
例
課
題
３
共
分
散
・
相
関

23

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
の
実
習

24

デ
ー
タ
の
分
析

評
価

C

独
自
課
題
が
✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖

評
価

B
独
自
課
題
が
○

評
価

A
授
業
時
間
に
少
し
応
用

評
価

S
自
宅
復
習
等
で
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン

課
題

−１
計
算

セ
ル
を
用
い
て
四
則
演
算

な
ど
の
計
算
が
で
き
た

オ
ー
ト
フ
ィ
ル
機
能
で
連

続
し
た
計
算
が
で
き
る

累
乗
や
平
方
根
な
ど
の
計

算
が
で
き
る

課
題
ー
２

関
数

平
均
や
分
散
を
求
め
る

中
央
値
や
四
分
位
数
を
求

め
る

順
位
や
偏
差
値
を
求
め
る

課
題
ー
３

分
散

相
関
、
共
分
散
を
求
め
る

散
布
図
で
表
す

分
散
共
分
散
行
列
を
求
め

る
課
題
ー
４

グ
ラ
フ

基
本
的
な
グ
ラ
フ
を
書
く

散
布
図
に
折
れ
線
を
加
え

る
凡
例
や
タ
イ
ト
ル
の
編
集

課
題
ー
５

ク
ロ
ス
集
計

ク
ロ
ス
集
計
表
を
書
く

相
対
度
数
で
ク
ロ
ス
集
計

表
を
書
く

多
重
ク
ロ
ス
集
計
表
を
書

く

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

• 実
習
型
の
授
業
は
概
ね
高
評
価

• 事
後
評
価
が
低
め
だ
っ
た
項
目
は

•
時
間
が
経
っ
て
も
覚
え
て
い
る

•
⇨

繰
り
返
す
こ
と
で
記
憶
に
残
る
よ
う
に

•
従
来
の
授
業
に
比
べ
て
自
分
で
考
え
た
と
思
う

•
⇨
　
考
え
る
こ
と
を
促
す
友
達
と
の
議
論
を
確
保

し
か
し
、
友
達
と
相
談
し
た
、
の
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
高
か
っ
た

17

教
科
書
の
趣
意
書
に
示
さ
れ
て
い
る
時
間
数

•
東
京
書
籍

70
1,

70
2

•
講
義

4コ
マ

,実
習

2コ
マ

, 講
義

4コ
マ

,実
習

2コ
マ
程
度

•
実
教
出
版

70
3,

(7
04

),7
05

,7
06

•
講
義

2コ
マ
実
習

3~
7コ
マ

, 6
コ
マ

,3
コ
マ

•
開
隆
堂

70
7

•
4コ
マ

•
数
研
出
版

70
8,

70
9

•
6コ
マ

,6
コ
マ

•
日
本
文
教
出
版

71
0,

(7
11

),7
12

•
4コ
マ

,8
コ
マ

•
第
一
学
習
社

71
3

•
7コ
マ

講
義

1コ
マ
、
実
習

3コ
マ

の
4コ
マ
で
授
業
案
を
考
え
る

18

各
教
科
書
で
の
デ
ー
タ
の
分
析
の
実
習

教
科
書

実
習
ツ
ー
ル

内
容

解
説

70
1、

70
2
表
計
算
ソ
フ
ト

ク
ロ
ス
集
計
、
散
布
図
、
相
関

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
3、

70
4
表
計
算
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
ク
ロ
ス
集
計
、
分
布
、
検
定
、
回
帰
分
析

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
5

表
計
算
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
ク
ロ
ス
集
計
、
散
布
図
・
相
関
、
回
帰
分
析

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
6

表
計
算
ソ
フ
ト

散
布
図
、
相
関

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
7

表
計
算
ソ
フ
ト

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
分
散
・
標
準
偏
差
、
散
布
図
・
相
関
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
8、

70
9
表
計
算
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
分
散
・
標
準
偏
差
、
ク
ロ
ス
集
計
、
散
布
図
・
相
関
係
数

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

71
0

表
計
算
ソ
フ
ト
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
サ
イ
ト

グ
ラ
フ
、
散
布
図
・
相
関
、
回
帰
分
析
、
ク
ロ
ス
集
計
、
検
定

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

71
1、

71
2
表
計
算
ソ
フ
ト
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
サ
イ
ト

分
散
・
標
準
偏
差
、
グ
ラ
フ
、
散
布
図
・
相
関
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

ク
ロ
ス
集
計

71
3

表
計
算
ソ
フ
ト

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
サ
イ
ト

グ
ラ
フ
、
分
散
・
標
準
偏
差
、
散
布
図
・
相
関
、
ク
ロ
ス
集
計
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

19

提
案
す
る
実
習
プ
ラ
ン

•
時
間
が
経
っ
て
も
覚
え
て
い
る
よ
う

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
使
っ
て
、
実
習
の
繰
り
返
し

見
本
の
課
題
⇨
評
価

B
、
応
用
課
題
⇨
評
価

A
、

•
自
分
で
考
え
る

応
用
課
題
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
周
り
と
の
協
調
学
習

•
教
科
書
各
社
の
実
習
内
容
も
見
て

基
本
的
な
課
題

(課
題
１
～
５

)を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
実
施

や
や
高
度
な
課
題
を
統
計
ソ
フ
ト
で
実
施

20



59基
本
的
な
課
題

(表
計
算
ソ
フ
ト
で
実
施

)

•
課
題
１
　
計
算

•
課
題
２
　
関
数
（
平
均
・
標
準
偏
差
）

•
課
題
３
　
関
数
（
共
分
散
・
相
関
）

•
課
題
４
　
グ
ラ
フ

•
課
題
５
　
ク
ロ
ス
集
計

21

課
題
例
　
課
題
１
計
算

22

課
題
例
課
題
３
共
分
散
・
相
関

23

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
の
実
習

24

デ
ー
タ
の
分
析

評
価

C

独
自
課
題
が
✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖

評
価

B
独
自
課
題
が
○

評
価

A
授
業
時
間
に
少
し
応
用

評
価

S
自
宅
復
習
等
で
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン

課
題

−１
計
算

セ
ル
を
用
い
て
四
則
演
算

な
ど
の
計
算
が
で
き
た

オ
ー
ト
フ
ィ
ル
機
能
で
連

続
し
た
計
算
が
で
き
る

累
乗
や
平
方
根
な
ど
の
計

算
が
で
き
る

課
題
ー
２

関
数

平
均
や
分
散
を
求
め
る

中
央
値
や
四
分
位
数
を
求

め
る

順
位
や
偏
差
値
を
求
め
る

課
題
ー
３

分
散

相
関
、
共
分
散
を
求
め
る

散
布
図
で
表
す

分
散
共
分
散
行
列
を
求
め

る
課
題
ー
４

グ
ラ
フ

基
本
的
な
グ
ラ
フ
を
書
く

散
布
図
に
折
れ
線
を
加
え

る
凡
例
や
タ
イ
ト
ル
の
編
集

課
題
ー
５

ク
ロ
ス
集
計

ク
ロ
ス
集
計
表
を
書
く

相
対
度
数
で
ク
ロ
ス
集
計

表
を
書
く

多
重
ク
ロ
ス
集
計
表
を
書

く

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

• 実
習
型
の
授
業
は
概
ね
高
評
価

• 事
後
評
価
が
低
め
だ
っ
た
項
目
は

•
時
間
が
経
っ
て
も
覚
え
て
い
る

•
⇨

繰
り
返
す
こ
と
で
記
憶
に
残
る
よ
う
に

•
従
来
の
授
業
に
比
べ
て
自
分
で
考
え
た
と
思
う

•
⇨
　
考
え
る
こ
と
を
促
す
友
達
と
の
議
論
を
確
保

し
か
し
、
友
達
と
相
談
し
た
、
の
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
高
か
っ
た

17

教
科
書
の
趣
意
書
に
示
さ
れ
て
い
る
時
間
数

•
東
京
書
籍

70
1,

70
2

•
講
義

4コ
マ

,実
習

2コ
マ

, 講
義

4コ
マ

,実
習

2コ
マ
程
度

•
実
教
出
版

70
3,

(7
04

),7
05

,7
06

•
講
義

2コ
マ
実
習

3~
7コ
マ

, 6
コ
マ

,3
コ
マ

•
開
隆
堂

70
7

•
4コ
マ

•
数
研
出
版

70
8,

70
9

•
6コ
マ

,6
コ
マ

•
日
本
文
教
出
版

71
0,

(7
11

),7
12

•
4コ
マ

,8
コ
マ

•
第
一
学
習
社

71
3

•
7コ
マ

講
義

1コ
マ
、
実
習

3コ
マ

の
4コ
マ
で
授
業
案
を
考
え
る

18

各
教
科
書
で
の
デ
ー
タ
の
分
析
の
実
習

教
科
書

実
習
ツ
ー
ル

内
容

解
説

70
1、

70
2
表
計
算
ソ
フ
ト

ク
ロ
ス
集
計
、
散
布
図
、
相
関

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
3、

70
4
表
計
算
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
ク
ロ
ス
集
計
、
分
布
、
検
定
、
回
帰
分
析

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
5

表
計
算
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
ク
ロ
ス
集
計
、
散
布
図
・
相
関
、
回
帰
分
析

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
6

表
計
算
ソ
フ
ト

散
布
図
、
相
関

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
7

表
計
算
ソ
フ
ト

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
分
散
・
標
準
偏
差
、
散
布
図
・
相
関
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

70
8、

70
9
表
計
算
ソ
フ
ト

グ
ラ
フ
、
分
散
・
標
準
偏
差
、
ク
ロ
ス
集
計
、
散
布
図
・
相
関
係
数

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

71
0

表
計
算
ソ
フ
ト
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
サ
イ
ト

グ
ラ
フ
、
散
布
図
・
相
関
、
回
帰
分
析
、
ク
ロ
ス
集
計
、
検
定

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

71
1、

71
2
表
計
算
ソ
フ
ト
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
サ
イ
ト

分
散
・
標
準
偏
差
、
グ
ラ
フ
、
散
布
図
・
相
関
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

ク
ロ
ス
集
計

71
3

表
計
算
ソ
フ
ト

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
サ
イ
ト

グ
ラ
フ
、
分
散
・
標
準
偏
差
、
散
布
図
・
相
関
、
ク
ロ
ス
集
計
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

19

提
案
す
る
実
習
プ
ラ
ン

•
時
間
が
経
っ
て
も
覚
え
て
い
る
よ
う

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
使
っ
て
、
実
習
の
繰
り
返
し

見
本
の
課
題
⇨
評
価

B
、
応
用
課
題
⇨
評
価

A
、

•
自
分
で
考
え
る

応
用
課
題
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
周
り
と
の
協
調
学
習

•
教
科
書
各
社
の
実
習
内
容
も
見
て

基
本
的
な
課
題

(課
題
１
～
５

)を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
実
施

や
や
高
度
な
課
題
を
統
計
ソ
フ
ト
で
実
施

20



60

今
回
の
分
析
で
わ
か
っ
た
こ
と

教
科
書
、
傍
用
問
題
集
で
求
め
ら
れ
て
い
る
実
習

○
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
て
の
統
計
処
理

■
全
て
の
処
理
を
表
計
算
だ
け
で
行
う
の
は
？

■
R
な
ど
の
よ
り
専
門
的
な
処
理
も
扱
っ
て
は
？

■
試
行
授
業
を
実
施
し
て
み
て

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
意
識
し
た
実
習
は
概
ね
高
評
価

○
時
間
が
経
つ
と
忘
れ
そ
う
だ

■
写
経
の
よ
う
な
書
き
写
す
だ
け
の
実
習
に
な
ら
な
い
よ
に
す
る
た
め
に
、
反

復
し
て
思
考
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
実
習
を
提
案

29

今
後
の
課
題

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
野
の
教
材
に
つ
い
て
も
公
開
し
ま
す

●
G

oo
gl

eス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
版
の
教
材
だ
け
で
な
く
、

M
S

-E
xc

el
版
も
作
成
し
動
作
の
検

証
を
し
て
公
開
し
ま
す
。

●
い
ず
れ
の
教
科
書
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
単
元
は
最
後
で
、
ペ
ー
ジ
数
も
結
構
少
な
い

○
各
校
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
ま
で
、
年
間
の
授
業
計
画
で
教
え
切
れ
る
の
だ
ろ

う
か

●
大
学
入
試
へ
の
対
応

○
多
く
の
高
校
で
情
報

Iを
1年
生
で
履
修
す
る
よ
う
だ
が
、
受
験
期
ま
で
知
識
が
定
着
し

て
い
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要

○
ど
の
よ
う
な
出
題
の
傾
向
か
。
入
試
問
題
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
膨
大
な
計
算

は
出
な
い
だ
ろ
う
。

30

ま
と
め

●
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書

○
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

●
教
科
書
で
の
デ
ー
タ
の
分
析
の
扱
い

○
表
計
算
ソ
フ
ト
だ
け
で
い
い
の
か

●
試
行
授
業
の
事
後
評
価
を
受
け
て

○
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
教
材
の
提
案

●
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

31

参
考
文
献
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) 文
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問
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デ
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コ
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ピ
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憲
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藤
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シ
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プ
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道
越
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奥
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・
丸
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ケ
ー
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調
査
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eラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
効
果
の
評
価

. 
京
都
女
子
大
学
紀
要
　
研
究
ノ
ー
ト

,2
01

9,
 p

p.
85
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9

32

や
や
高
度
な
課
題

(統
計
ソ
フ
ト
で
実
施

)

•
課
題
６
　
確
率
分
布

•
課
題
７
　
検
定

•
課
題
８
　
回
帰
分
析

•
課
題
９
　
主
成
分
分
析

•
課
題
１
０
　
因
子
分
析

25

課
題
例
　
課
題
６
確
率
分
布

Ｒ
で
確
率
分
布
を
表
す

①
新
た
な
ス
ク
リ
プ
ト
を
記
述
す
る
た
め
に
、
「

Fi
le
」
⇒
「

N
ew

Fi
le
」
⇒
「

R
 S

cr
ip

t」
と
進
む
。

②
ソ
ー
ス
部
分
に
以
下
の
よ
う
に
入
力
し
、
確
率
変
数
を

-3
か
ら

+3
ま
で
の
範
囲
で
変
化
さ
せ
た

結
果
を

0.
01
区
切
り
で
分
け
た
正
規
分
布
の
グ
ラ
フ
を
書
く
。

x 
<-

 s
eq

(fr
om

=-
3,

to
=3

, b
y=

0.
01

)
no

rm
_p

ro
bs

 <
- d

no
rm

(x
=x

,m
ea

n=
0,

sd
=1

)
pl

ot
(x

=x
,y

=n
or

m
_p

ro
bs

,ty
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
行
を
選
択
し
た
状
態
で
、

「
C

trl
」
キ
ー
を
押
し
な
が
ら
「

E
nt

er
」
キ
ー
を
押
す
。
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課
題
例
課
題
７
検
定

Ｒ
で
検
定

①
新
た
な
ス
ク
リ
プ
ト
を
記
述
す
る
た
め
に
、
「

Fi
le
」
⇒
「

N
ew

Fi
le
」
⇒
「

R
 S

cr
ip

t」
と
進
む
。

②
ソ
ー
ス
部
分
に
以
下
の
よ
う
に
入
力
し
、
二
項
検
定
で
母
比
率
を
検
定
し
よ
う
。

10
回
投
げ
て

8回
が
表
だ
っ
た
コ
イ
ン
は
、
表
が
出
る
確
率
が

0.
5よ
り
大
き
い
イ
カ
サ
マ
コ
イ
ン
だ
と
み
な
せ

る
か
？
帰
無
仮
説
は
「
イ
カ
サ
マ
コ
イ
ン
で
は
な
い
」
で
す
。
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
行
を
選
択
し
た
状
態
で
、
「

C
trl
」
キ
ー
を
押
し
な
が
ら
「

E
nt

er
」
キ
ー
を
押
す
。
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さ
れ
た
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値
が
、
５
％
よ
り
大
き
け
れ
ば
イ
カ
サ
マ
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
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評
価

B
独
自
課
題
が
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評
価

A
授
業
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間
に
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し
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用

評
価

S
自
宅
復
習
等
で
リ
フ
レ
ク
シ

ョ
ン

課
題

−６
確
率
分
布

正
規
分
布
の
グ
ラ
フ
を
描
く
二
項
分
布
の
グ
ラ
フ
を
描
く
二
項
分
布
を
用
い
た
確
率
計

算
を
す
る

課
題
ー
７

検
定

二
項
検
定
を
行
う

カ
イ
2乗
検
定
を
行
う

t検
定
を
行
う

課
題
ー
８

回
帰
分
析

回
帰
分
析
を
行
う

回
帰
分
析
の
結
果
を
グ
ラ
フ

で
表
す

重
回
帰
分
析
を
行
う

課
題
ー
９

主
成
分
分
析

主
成
分
分
析
を
行
う

主
成
分
分
析
の
結
果
を
要
約

す
る

主
成
分
分
析
の
結
果
を
グ
ラ

フ
で
表
す

課
題
ー
１
０

因
子
分
析

因
子
分
析
を
行
う

因
子
分
析
を
行
い
、
検
定
結

果
の
p値
を
求
め
る

因
子
の
概
念
を
表
す
名
前
を

つ
け
る
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今
回
の
分
析
で
わ
か
っ
た
こ
と

教
科
書
、
傍
用
問
題
集
で
求
め
ら
れ
て
い
る
実
習

○
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
て
の
統
計
処
理

■
全
て
の
処
理
を
表
計
算
だ
け
で
行
う
の
は
？

■
R
な
ど
の
よ
り
専
門
的
な
処
理
も
扱
っ
て
は
？

■
試
行
授
業
を
実
施
し
て
み
て

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
意
識
し
た
実
習
は
概
ね
高
評
価

○
時
間
が
経
つ
と
忘
れ
そ
う
だ

■
写
経
の
よ
う
な
書
き
写
す
だ
け
の
実
習
に
な
ら
な
い
よ
に
す
る
た
め
に
、
反

復
し
て
思
考
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
実
習
を
提
案

29

今
後
の
課
題

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
野
の
教
材
に
つ
い
て
も
公
開
し
ま
す

●
G

oo
gl

eス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
版
の
教
材
だ
け
で
な
く
、

M
S

-E
xc

el
版
も
作
成
し
動
作
の
検

証
を
し
て
公
開
し
ま
す
。

●
い
ず
れ
の
教
科
書
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
単
元
は
最
後
で
、
ペ
ー
ジ
数
も
結
構
少
な
い

○
各
校
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
ま
で
、
年
間
の
授
業
計
画
で
教
え
切
れ
る
の
だ
ろ

う
か

●
大
学
入
試
へ
の
対
応

○
多
く
の
高
校
で
情
報

Iを
1年
生
で
履
修
す
る
よ
う
だ
が
、
受
験
期
ま
で
知
識
が
定
着
し

て
い
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要

○
ど
の
よ
う
な
出
題
の
傾
向
か
。
入
試
問
題
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
膨
大
な
計
算

は
出
な
い
だ
ろ
う
。
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ま
と
め

●
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書

○
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

●
教
科
書
で
の
デ
ー
タ
の
分
析
の
扱
い

○
表
計
算
ソ
フ
ト
だ
け
で
い
い
の
か

●
試
行
授
業
の
事
後
評
価
を
受
け
て

○
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
教
材
の
提
案

●
ま
と
め
と
今
後
の
展
望
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や
や
高
度
な
課
題

(統
計
ソ
フ
ト
で
実
施

)

•
課
題
６
　
確
率
分
布

•
課
題
７
　
検
定

•
課
題
８
　
回
帰
分
析

•
課
題
９
　
主
成
分
分
析

•
課
題
１
０
　
因
子
分
析
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題
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率
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布

Ｒ
で
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布
を
表
す

①
新
た
な
ス
ク
リ
プ
ト
を
記
述
す
る
た
め
に
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「

Fi
le
」
⇒
「

N
ew

Fi
le
」
⇒
「

R
 S

cr
ip

t」
と
進
む
。

②
ソ
ー
ス
部
分
に
以
下
の
よ
う
に
入
力
し
、
確
率
変
数
を

-3
か
ら

+3
ま
で
の
範
囲
で
変
化
さ
せ
た

結
果
を

0.
01
区
切
り
で
分
け
た
正
規
分
布
の
グ
ラ
フ
を
書
く
。
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
行
を
選
択
し
た
状
態
で
、

「
C

trl
」
キ
ー
を
押
し
な
が
ら
「

E
nt

er
」
キ
ー
を
押
す
。
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題
例
課
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７
検
定

Ｒ
で
検
定
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新
た
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ス
ク
リ
プ
ト
を
記
述
す
る
た
め
に
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「

N
ew

Fi
le
」
⇒
「

R
 S

cr
ip

t」
と
進
む
。

②
ソ
ー
ス
部
分
に
以
下
の
よ
う
に
入
力
し
、
二
項
検
定
で
母
比
率
を
検
定
し
よ
う
。

10
回
投
げ
て

8回
が
表
だ
っ
た
コ
イ
ン
は
、
表
が
出
る
確
率
が

0.
5よ
り
大
き
い
イ
カ
サ
マ
コ
イ
ン
だ
と
み
な
せ

る
か
？
帰
無
仮
説
は
「
イ
カ
サ
マ
コ
イ
ン
で
は
な
い
」
で
す
。
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0,
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
行
を
選
択
し
た
状
態
で
、
「

C
trl
」
キ
ー
を
押
し
な
が
ら
「

E
nt

er
」
キ
ー
を
押
す
。

表
示
さ
れ
た

 p
-v

al
ue

 の
値
が
、
５
％
よ
り
大
き
け
れ
ば
イ
カ
サ
マ
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
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ル
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ブ
リ
ッ
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R 
で
の
実
習

28

デ
ー
タ
の
分
析

評
価

C

独
自
課
題
が
✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖✖

評
価

B
独
自
課
題
が
○

評
価

A
授
業
時
間
に
少
し
応
用

評
価

S
自
宅
復
習
等
で
リ
フ
レ
ク
シ

ョ
ン

課
題

−６
確
率
分
布

正
規
分
布
の
グ
ラ
フ
を
描
く
二
項
分
布
の
グ
ラ
フ
を
描
く
二
項
分
布
を
用
い
た
確
率
計

算
を
す
る

課
題
ー
７

検
定

二
項
検
定
を
行
う

カ
イ
2乗
検
定
を
行
う

t検
定
を
行
う

課
題
ー
８

回
帰
分
析

回
帰
分
析
を
行
う

回
帰
分
析
の
結
果
を
グ
ラ
フ

で
表
す

重
回
帰
分
析
を
行
う

課
題
ー
９

主
成
分
分
析

主
成
分
分
析
を
行
う

主
成
分
分
析
の
結
果
を
要
約

す
る

主
成
分
分
析
の
結
果
を
グ
ラ

フ
で
表
す

課
題
ー
１
０

因
子
分
析

因
子
分
析
を
行
う

因
子
分
析
を
行
い
、
検
定
結

果
の
p値
を
求
め
る

因
子
の
概
念
を
表
す
名
前
を

つ
け
る
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年 月 日

第１回「 」募集要項

１．趣旨 情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的として、各校の情報分野での授業や課外活

動において、開発や研究（プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問）での顕

著な活動実績がある、生徒個人またはグループ表彰いたします。また、学校間での交流を深め刺激を

請け合う場として授賞式を行います。

２．主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会

３．募集内容 情報分野での開発や研究での顕著な活動実績

・２０２２年度の授業や課外活動におけるもの

・プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問

４．募集対象 京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒

５．募集期間 令和 年 月 日 月 ～ 月 日 金 【当日必着】

６．応募方法 申請書類は教員がとりまとめ、募集期間内に下記まで送付してください。

申請書類の提出先

同志社中学高等学校 情報科 鈴木 潤 宛

＜郵送の場合＞ 〒 京都市左京区岩倉大鷺町

＜メールの場合＞

【申請に関する注意事項】

①申請は各校１名または１グループに限ります。

②申請には学校長の推薦が必要です。

③授賞式でのプレゼンテーションを行うこと、応募の条件とします。

④応募内容はオリジナルで未発表のものに限ります。他コンクールとの重複応募はご遠慮ください。

⑤趣旨にそぐわない内容、著作権など法令違反を疑われる内容については、選考の対象外とします。

また、盗作・盗用などが判明した場合は、授賞決定後に取り消す場合があります。

⑥情報科研究会が行う研究会や報告書・ サイトへ、学校名・氏名・活動内容を掲載する場合があります。

７．参加料 無料

８．スケジュール 令和 年 月 日 金 募集締め切り

令和 年 月 日 金 まで 授賞決定発送

令和 年 月 日 金 授賞式プレゼンテーション原稿提出

令和 年 月 日 土 授賞式

９．選考方法 情報科研究会役員により、授賞者を決定します

１０．表彰 授賞者には賞状と副賞を贈呈します

【 授賞式】

日程 令和 年 月 日 土

会場 京都産業大学むすびわざ館大ホール

京都市下京区中堂寺命婦町 丹波口駅 徒歩 分、阪急大宮・京福四条大宮駅徒歩 分

京都府私立中学高等学校情報科研究会

事務局 同志社中学校・高等学校 〒 京都市左京区岩倉大鷺町

鈴木 潤（ ）
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年 月 日
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著な活動実績がある、生徒個人またはグループ表彰いたします。また、学校間での交流を深め刺激を

請け合う場として授賞式を行います。

２．主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会

３．募集内容 情報分野での開発や研究での顕著な活動実績

・２０２２年度の授業や課外活動におけるもの

・プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問

４．募集対象 京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒

５．募集期間 令和 年 月 日 月 ～ 月 日 金 【当日必着】

６．応募方法 申請書類は教員がとりまとめ、募集期間内に下記まで送付してください。

申請書類の提出先

同志社中学高等学校 情報科 鈴木 潤 宛

＜郵送の場合＞ 〒 京都市左京区岩倉大鷺町

＜メールの場合＞

【申請に関する注意事項】

①申請は各校１名または１グループに限ります。

②申請には学校長の推薦が必要です。

③授賞式でのプレゼンテーションを行うこと、応募の条件とします。

④応募内容はオリジナルで未発表のものに限ります。他コンクールとの重複応募はご遠慮ください。

⑤趣旨にそぐわない内容、著作権など法令違反を疑われる内容については、選考の対象外とします。

また、盗作・盗用などが判明した場合は、授賞決定後に取り消す場合があります。

⑥情報科研究会が行う研究会や報告書・ サイトへ、学校名・氏名・活動内容を掲載する場合があります。

７．参加料 無料

８．スケジュール 令和 年 月 日 金 募集締め切り

令和 年 月 日 金 まで 授賞決定発送

令和 年 月 日 金 授賞式プレゼンテーション原稿提出

令和 年 月 日 土 授賞式

９．選考方法 情報科研究会役員により、授賞者を決定します

１０．表彰 授賞者には賞状と副賞を贈呈します

【 授賞式】

日程 令和 年 月 日 土

会場 京都産業大学むすびわざ館大ホール

京都市下京区中堂寺命婦町 丹波口駅 徒歩 分、阪急大宮・京福四条大宮駅徒歩 分

京都府私立中学高等学校情報科研究会

事務局 同志社中学校・高等学校 〒 京都市左京区岩倉大鷺町

鈴木 潤（ ）

京都府私立中学高等学校情報科研究会主催

京都産業大学 むすびわざ館ホール場所

2023.01.21 Sat.

タイムテーブル

当日の進行状況により、多少前後する場合があります

第１回

１４：２０ 開会挨拶／進行説明

１５：２５ （ 休 憩 ）

１５：３５ 表 彰

１５：４５ 講 評

１６：１５ 閉 会 挨 拶

１６：２０ 交 流 会 （別会場にて ）

Rookie of the Year Award とは
この賞は、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的に
創設しました。一律のテーマを設けない各校の「日頃の教育活動」にお
ける生徒の活動実績に基づき表彰を行います。賞の名称は、生徒の未来
の活躍に期待し、 と命名しました。

１７：００頃終了予定

１４：２５～
●発表順は授賞式当日に抽選で決定します
①『学校オープンキャンパスでのゲーム展示』

近藤 瑞絆さん、今井 健斗さん（京都産業大学附属中学校）
②『日本情報オリンピック予選に向けたプログラミング学習』

岩田 心晴さん（京都橘中学校）
③『洛陽総合高等学校「2022年暑中見舞い」「2023年年賀状」のデザイン制作』

岩崎 元彦さん、湯川 千潤さん（洛陽総合高等学校）
④『情報モラル・セキュリティに関する啓発ポスターの作成』

野井 知聖さん（京都翔英高等学校）
⑤『短くなったチョークの廃棄問題の解決方法についての研究』

中原 拓海さん（京都産業大学附属高等学校）
⑥『VRゲーム「Arminal（アーミナル)」の開発』

國枝 眞生さん（京都橘高等学校）
⑦『スマホアプリ「僕らの野球部 成績管理アプリ」の制作』

柳川 じれんさん（同志社高等学校）

授賞者プレゼンテーション

京都精華大学 メディア表現学部 鹿野 利春 先生
龍谷大学 先端理工学部 橋口 哲志 先生
京都産業大学 コンピュータ理工学部 荻野 晃大 先生

京都府私立中高情報科研究会 https://www.kyoto-shigaku.info
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授賞者プレゼンテーション 要旨

① 短くなったチョークの廃棄問題の解決方法についての研究

京都産業大学附属高等学校 中原 拓海 さん

〔要旨〕実際に高校で行われている情報の授業と基礎探究の授業との関連性を述べたうえで自らが実際に取
り組んだチョークの廃棄と環境問題を関連させた研究を文献調査・統計調査・アンケート調査・自らが行っ
た実験などをもとに解説した。
キーワード データサイエンス 情報Ⅰ 基礎探究 文献調査 見える化 統計調査 再利用 アンケート調査 実験

② 情報モラル・セキュリティに関する啓発ポスターの作成

京都翔英高等学校 野井 知聖 さん

〔要旨〕 上で複雑な図形を生成しポスターに使用するための手法を解説した。また，ポスターの持つ雰囲
気を演出するための操作や瞳の中に移る画など細部の描画にまでこだわった点を実際の制作物を示しながら
紹介した。
キーワード ポスター 図形の組み合わせ フィルター 雰囲気 三日月形 構図 キャッチコピー

③ ゲーム 「 （アーミナル）」 の開発

京都橘高等学校 國枝 眞生 さん

〔要旨〕自身が開発した ゲーム「 」について実際に制作した経験をもとに具体的な制作の流れや
制作期間，開発過程での複数の開発環境の使い分けについても説明した。また，制作した作品の実際の動作
を実演を交えた内容で具体的に説明した。
キーワード ゴーグル 軽量化 モデリング 類似点

④ 洛陽総合高等学校 「 年暑中見舞い」 「 年年賀状」 のデザイン制作

洛陽総合高等学校 岩崎 元彦 さん 湯川 千潤 さん

〔要旨〕学校での系列に分かれた学びについて説明した後に自身が所属する「情報」系列での学校の内外を
問わない活動について説明した。また，制作物の媒体の種類やデザイン制作に実際に使用する各種機器やソ
フトウェアなどについても解説した。
キーワード 情報系列 コンテスト パッケージ化 オリジナルキャラクター 追求 自信

⑤ スマホアプリ 「僕らの野球部 成績管理アプリ」 の制作

同志社高等学校 柳川 じれん さん

〔要旨〕自らが所属する野球部での活動中に感じた課題を解決するために制作したアプリについて説明した。
また，アプリ制作に野球の専門的知識を生かし情報分野と野球の専門知識とを融合させてアプリを制作した
点や工夫した点，実際に制作したアプリを使用して感じた改善点についても述べられていた。
キーワード 列固定 手作業集計 リスト（選択式） 専門知識（野球） 削除機能 分数入力

⑥ 学校オープンキャンパスでのゲーム展示

京都産業大学附属中学校 近藤 瑞絆 さん 今井 健斗 さん

〔要旨〕所属しているパソコン部での活動内容について紹介した上で，実際のゲーム制作の具体的な方法や
作品を実際に学校のオープンキャンパスで展示した内容について説明されていた。また，制作物のゲーム性
を高めるための機能の追加や工夫点などについても説明されていた。
キーワード デザイン 動画編集 コインクリッカー 機能 来校者からの感想

⑦ 日本情報オリンピック予選に向けたプログラミング学習

京都橘中学校 岩田 心晴 さん

〔要旨〕日本情報オリンピックに向けたプログラミング学習としてプログラム言語 を例に学習の成
果や具体的な学習方法が述べられていた。また，プログラムを学習しようと思ったきっかけ，この学習を通
しての感想，および今後の学習目標についても述べられていた。
キーワード ロボット プログラミング言語 文法 過去問 日本情報オリンピック

第１回 授賞式（冬期研究会）

日時 令和 年 月 日 土 ～

場所 京都産業大学 むすびわざ館ホール

参加人数 名
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① 短くなったチョークの廃棄問題の解決方法についての研究

京都産業大学附属高等学校 中原 拓海 さん

〔要旨〕実際に高校で行われている情報の授業と基礎探究の授業との関連性を述べたうえで自らが実際に取
り組んだチョークの廃棄と環境問題を関連させた研究を文献調査・統計調査・アンケート調査・自らが行っ
た実験などをもとに解説した。
キーワード データサイエンス 情報Ⅰ 基礎探究 文献調査 見える化 統計調査 再利用 アンケート調査 実験

② 情報モラル・セキュリティに関する啓発ポスターの作成

京都翔英高等学校 野井 知聖 さん

〔要旨〕 上で複雑な図形を生成しポスターに使用するための手法を解説した。また，ポスターの持つ雰囲
気を演出するための操作や瞳の中に移る画など細部の描画にまでこだわった点を実際の制作物を示しながら
紹介した。
キーワード ポスター 図形の組み合わせ フィルター 雰囲気 三日月形 構図 キャッチコピー

③ ゲーム 「 （アーミナル）」 の開発
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〔要旨〕自身が開発した ゲーム「 」について実際に制作した経験をもとに具体的な制作の流れや
制作期間，開発過程での複数の開発環境の使い分けについても説明した。また，制作した作品の実際の動作
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点や工夫した点，実際に制作したアプリを使用して感じた改善点についても述べられていた。
キーワード 列固定 手作業集計 リスト（選択式） 専門知識（野球） 削除機能 分数入力
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〔要旨〕所属しているパソコン部での活動内容について紹介した上で，実際のゲーム制作の具体的な方法や
作品を実際に学校のオープンキャンパスで展示した内容について説明されていた。また，制作物のゲーム性
を高めるための機能の追加や工夫点などについても説明されていた。
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No.4 京都翔英高等学校 野井　知聖　 『情報モラル・セキュリティに関する啓発ポスターの作成』
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Rookie of the Year Award 
― デジタルクリエイターの新人賞 ―

趣旨

本研究会は、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的に、 を創設

します。既に中高生を対象とした種々の情報関連の大会がありますが、学校での情報教育は目的、内容、環境、

形態などにおいて多様であり、大会への参加が難しい場合もあります。そこで、本研究会では一律のテーマを設

けず、各校の「日頃の教育活動」における生徒の活動実績に基づいて表彰を行うことにしました。賞の名称は、

生徒の未来の活躍に期待し、 としました。受賞者が学校の壁を越えて交流を深め、刺

激を受け合う場となる授賞式も行います。本賞が生徒の成長と情報教育の発展に寄与できれば幸いです。

授賞対象要件 ※下記のすべての要件を満たすこと

・京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒。

・ 年度の授業や課外活動において、情報分野での開発や研究（プログラミング、ロボット製作、データ分析

などジャンルは不問）での顕著な活動実績があり、今後の活躍が期待される生徒。

・学校長の推薦を受けた個人またはグループ。ただし申請は各校 名または グループに限る。

申請から授賞式までのスケジュール

申請する学校は、【 申請書類】を教員が事務局（下記）へ提出してください。【 授賞決定通知書】の受け取

り後、【 授賞式プレゼンテーション原稿】を提出してください。【 授賞式】には、

受賞生徒と担当教員が参加してください。

【 申請書類】（①推薦書 ②活動実績報告書）の提出

受付期間： 年 月 日（月）～ 月 日（金）

↓

【 授賞決定通知書】の発送（本研究会から申請者へ）

日程： 年 月 日（金）までに発送

↓

【 授賞式プレゼンテーション原稿】の提出

期限： 年 月 日（金）

↓

【 授賞式】

日程： 年 月 日（土） 会場：京都産業大学むすびわざ館ホール

主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会

事務局 同志社中学校・高等学校 〒 京都市左京区岩倉大鷺町

鈴木 潤（ ）

募集
第 回 京都府私立中学高等学校情報科研究会




